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総会ならびに懇親会・レクリエーション大会中止のご案内
　昨年度、新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、参加者、関係者の皆様の健康と安全を第一に考え、総会ならび
に懇親会、レクリエーション大会を中止いたしました。
　そのため、今年度は、総会・懇親会等の各種行事を開催するため、幹事一同準備をしてまいりました。しかし、コロナワ
クチンの普及が進む中においても未だ、全国的に新型コロナウィルス感染症による影響が続いており、集団感染のリスクも
あることから、同窓生の皆様の「命の安全」を第一に考え、今年度についても中止とさせていただきます。
　楽しみにしてくださった皆様には２年連続の中止となり申し訳ありません。ご理解のほどよろしくお願いいたします。
　なお、令和２年度の事業報告・決算報告・ならび令和３年度の事業案・予算書案については、後日ホームページなどを通
じてご連絡いたしますので、学校ホームページをご覧ください。現在の学校の様子や在校生の活躍も紹介しております。
　最後になりましたが、次年度総会・懇親会等で皆様と親しくお会いできることを楽しみにしておりますとともに、同窓生
の皆様の益々のご発展とご健勝を祈念申し上げます。

校
　
歌

作
詞　

真
壁　

仁

作
曲　

金
子　

登

一
、
八
木
山
を　

い
ろ
ど
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ど
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瀬
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友
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澄
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叡
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潮
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岸
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史
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光
の
み
ね
を　

め
ざ
し
て

も
ゆ
る　

血
汐
よ

若
き
つ
ど
い
の



第 44号（2）2021 年 6 月 22 日発行 彩　翠　会　報
　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
あ
の
東
日
本
大
震
災
か

ら
10
年
が
経
ち
節
目
の
年
と
な
り
ま

す
が
、
ま
だ
そ
の
余
震
と
お
も
わ
れ

る
強
い
地
震
が
続
い
て
お
り
、
ま
た
、

一
昨
年
か
ら
全
世
界
に
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

も
依
然
、
新
規
感
染
者
の
増
減
が
あ

り
、
宮
城
県
で
は
県
独
自
の
緊
急
事

態
宣
言
や
全
国
初
と
な
る
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
る
な
ど
、

生
活
に
支
障
を
き
た
す
事
態
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
不
測
の
事

態
に
備
え
お
身
体
を
ご
自
愛
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
母
校
で
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
各
種
学
校
行
事
が
中

止
や
縮
小
で
、
学
校
生
活
が
一
変
し
、

生
徒
た
ち
は
思
い
出
に
残
せ
る
よ
う

な
行
事
が
少
な
く
な
り
、
大
変
、
残

念
な
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

生
徒
数
も
少
子
化
の
影
響
で
、
２
年

連
続
で
定
員
割
れ
を
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
是
非
、

お
知
り
合
い
の
ご
子
女
を
仙
台
城
南

高
校
へ
お
誘
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
そ
し
て
、
母
校
の
後
輩
た
ち

は
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
一
生
懸

命
、
先
生
方
と
共
に
、
勉
学
に
部
活

動
に
、
感
染
対
策
を
講
じ
た
学
校
生

活
を
頑
張
っ
て
送
っ
て
お
り
ま
す
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
あ
わ
せ

て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
同
窓
会
活
動
で
す
が
令
和

２
年
度
は
予
定
し
て
い
た
事
業
が
す

べ
て
中
止
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
会

員
の
皆
様
と
会
え
る
機
会
も
無
く

な
っ
て
し
ま
い
と
て
も
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。
令
和
３
年
度
も
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
が
続
け
ば
昨
年
ど
う
様

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
今
年
に
入
り

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
徹
底
し
何

度
か
役
員
会
を
実
施
し
令
和
３
年
度

に
向
け
て
事
業
等
検
討
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
は
、
皆
様
と
お
会

い
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
た
だ
し
状
況
次
第
で
は
書
面

開
催
と
な
る
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
学
校
Ｈ
Ｐ
の
同
窓
会
を
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

彩
翠
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

本
校
教
育
活
動
に
多
大
な
御
理
解
と

御
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
学
校
内
外
の

行
事
や
大
会
等
が
殆
ど
中
止
と
な
る

な
ど
、
大
変
な
一
年
間
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
年
度
に
入
り
ま
し

て
も
感
染
拡
大
の
勢
い
が
止
ま
な
い

状
況
で
す
が
、
生
徒
達
に
は
一
日
で

も
早
く
以
前
の
よ
う
な
安
心
し
て
過

ご
せ
る
日
々
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
３
月
１
日
に
は
、
第

五
十
八
卒
業
証
書
授
与
式
を
挙
行
し

三
百
三
十
五
名
の
生
徒
達
が
学
び
舎

を
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

卒
業
生
３
３
５
名
の
う
ち
、
就
職

者
は
３
７
名
で
し
た
。
今
年
も
太
平

電
気
（
株
）
様
な
ど
か
ら
内
定
を
頂

き
、
彩
翠
会
の
皆
様
に
は
採
用
に
関

し
て
特
段
の
御
配
慮
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

進
学
で
は
、
東
北
工
業
大
学
（
工

大
）
に
は
百
七
名
が
合
格
、
う
ち

九
十
五
名
（
科
学
技
術
科
四
十
九

名
、
探
究
科
四
十
名
、
特
進
科
六
名
）

が
入
学
し
ま
し
た
。
卒
業
生
全
体
の

約
三
割
が
工
大
に
進
ん
だ
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
も
工
大
と
の
高
大
連
携
教

育
の
成
果
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
公
立
大
学
に
は
特
進
科

生
八
名
と
探
究
科
生
二
名
の
十
名
が

合
格
し
ま
し
た
。
探
究
科
の
二
名
は

福
島
大
（
経
済
）
と
会
津
大
（
理
工
）

で
す
。

　

工
大
以
外
の
私
立
大
学
に
は
東
北

学
院
大
に
三
十
三
名
、
東
北
文
化
学

園
大
学
十
六
な
ど
、
短
大
含
め
て

百
十
九
名
合
格
し
、
専
門
学
校
等
に

は
七
十
三
名
が
合
格
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
社
会
全
体
が
大
変
困
難
で

変
化
の
激
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
卒
業
生
に
は
徐
々
に
力
を
蓄
え

な
が
ら
、
自
分
が
目
指
す
目
標
に
向

か
っ
て
粘
り
強
く
歩
ん
で
い
っ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
の
皆

様
に
は
、
今
後
も
後
輩
達
へ
の
熱
い

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

仙
台
城
南
高
等
学
校
と
校
名
を
変

更
し
間
も
な
く
十
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
変
更
当
時
と
は
時
代

の
流
れ
や
教
育
に
対
す
る
期
待
に
も

変
化
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
来

年
度
か
ら
の
学
科
改
編
に
向
け
て
具

体
的
に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

困
難
で
変
化
の
激
し
い
時
代
に

あ
っ
て
、
未
来
社
会
を
主
体
的
に
切

り
拓
く
こ
と
が
で
き
る
知
識
と
技

能
、
そ
し
て
逞
し
く
生
き
抜
く
力
を

有
す
る
人
材
の
育
成
を
、
工
大
と
の

連
携
教
育
を
更
に
強
化
し
た
形
で
進

め
ま
す
。
今
年
度
も
彩
翠
会
の
皆
様

の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

学
校
長　

中
川
西　
　
　

剛

学校長挨拶

彩
翠
会
長　

今　

野　

克　

徳

仙
台
城
南
高
は
来
年
度
か
ら

　
　
　
新
た
な
形
で
ス
タ
ー
ト
！

同 

窓 

会
　
会 

長 

挨 

拶
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イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
と
、
学
ぶ
こ

と
の
多
い
３
年
間
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
資
格
取

得
に
向
け
て
、
毎
日
遅
く
ま
で
放
課

後
講
習
で
勉
強
に
励
む
生
徒
の
姿
を

見
て
感
動
し
ま
し
た
。
最
初
は
覚
え

る
こ
と
の
多
さ
に
つ
ま
ず
く
生
徒
が

多
か
っ
た
も
の
の
、
一
緒
に
勉
強
す

る
に
つ
れ
て
徐
々
に
、「
分
か
っ
た
！

こ
こ
も
知
り
た
い
！
」
と
学
習
に
対

す
る
熱
意
を
大
い
に
感
じ
、
彼
ら
の

本
気
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
素

直
で
は
つ
ら
つ
と
し
て
い
て
、
時
に

生
意
気
さ
を
感
じ
さ
せ
る
生
徒
た
ち

と
過
ご
す
こ
と
の
で
き
た
こ
の
３
年

は
毎
日
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
各
先
生
方
の
生
徒
へ
の
指
導
方

法
や
接
し
方
も
見
て
い
て
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
研
修
に

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に

も
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
城
南

高
校
で
得
た
も
の
を
新
天
地
で
も
存

分
に
発
揮
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
こ
れ
か
ら
の

皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
、
ご
発
展
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

３
年
間
と
い
う
短
い
間
で
し
た

が
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

未
熟
な
私
に
、
先
生
方
が
声
を
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
貴
重
な
ア
ド
バ

　

７
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た

が
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
33
年

間
勤
務
し
た
宮
城
県
工
業
高
校
を
退

職
し
て
、
本
校
に
赴
任
し
た
の
が
平

成
26
年
４
月
で
し
た
。
新
た
な
デ
ザ

イ
ン
教
育
を
創
設
し
て
、
企
業
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
る
と
願
い
意

気
揚
々
と
赴
き
ま
し
た
。

　

本
校
で
最
初
に
目
に
し
た
の
が
、

「
友
愛
の
花
の
環
に
お
う
」
と
い
う

垂
れ
幕
で
し
た
。
後
で
お
聞
き
す
る

と
、
彩
翆
会
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
そ

う
で
す
。
そ
の
洗
練
さ
れ
た
言
葉
に

と
き
め
き
を
感
じ
、
言
葉
の
強
さ
と

美
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ

ン
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
吹
奏
楽
の
演

奏
に
も
驚
か
さ
れ
、
同
時
に
、
教
職

員
の
方
々
が
若
く
、
生
き
生
き
と
し

て
お
り
、
思
っ
た
こ
と
を
直
ぐ
に
口
に

出
せ
る
自
由
さ
に
、
都
会
な
ら
で
は
の

高
校
と
いっ
た
印
象
を
強
く
記
憶
に
留

め
て
い
ま
す
。

　

赴
任
早
々
に
着
手
し
た
支
倉
焼
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
と
製
品
化
は
、

８
月
の
旧
暦
の
七
夕
期
間
に
実
現
さ

れ
、
机
上
の
学
習
が
実
社
会
と
つ
な

が
る
体
験
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
そ
れ
以
降
、
店
舗
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
る
こ
と
で
、
私
自

身
、
成
長
出
来
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
生
徒
と
接
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
理
想
と
現
実
の
乖
離
、
矛

盾
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
ん
な
時
、１
号
館
の
垂
れ
幕

「
友
愛
の
花
の
環
に
お
う
」
を
目
に

し
、
そ
の
度
毎
に
、
赴
任
当
初
の
意

欲
と
意
志
を
思
い
返
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
間
接
的
に
、彩
翆
会
の
方
々

に
応
援
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
実
感
し
て

お
り
ま
す
。
感
謝
申
し
上
げ
、
お
別

れ
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

垂
れ
幕
「
友
愛
の
花
の
環
に
お
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　

に
想
う
こ
と

城
南
高
校
の
生
活
を
振
り
返
っ
て

科学技術科
大出光一

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

科学技術科
安住令央

Jにゃん
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に
て
男
子
個
人
フ
ル
ー
レ
で
内
ケ
崎

良
磨
が
第
３
位
。
女
子
個
人
フ
ル
ー

レ
で
千
葉
穂
波
が
第
３
位
と
な
り
ま

し
た
。
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
全
国
高
等

学
校
選
手
権
宮
城
県
大
会
お
よ
び
宮

城
県
高
校
新
人
大
会
に
お
い
て
ベ
ス

ト
８
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

は
選
手
権
宮
城
県
予
選
（
高
校
総
体

代
替
大
会
）
に
て
ベ
ス
ト
８
の
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
空
手
道
部
は
、
宮

城
県
高
等
学
校
空
手
道
競
技
会
で
女

子
団
体
組
手
３
位
。
男
子
個
人
型
で

佐
久
間
航
大
が
第
１
位
。
女
子
組
手

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
運
動
部
で

は
宮
城
県
高
校
総
体
や
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）、
高
校
野
球
の
宮
城
県
予
選
の

中
止
、
各
種
競
技
の
主
要
大
会
が
中

止
に
な
る
な
ど
、
今
ま
で
に
経
験
の

無
い
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

文
化
部
で
も
多
く
の
コ
ン
ク
ー
ル
や

コ
ン
テ
ス
ト
が
中
止
と
な
る
な
ど
部

活
動
に
所
属
す
る
生
徒
に
と
っ
て
大

変
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
一
部
の
競
技
で
代
替
大
会

が
行
わ
れ
、
上
位
進
出
し
た
部
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

　

レ
ス
リ
ン
グ
部
は
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
全
国

予
選
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

に
お
い
て
、
カ
デ
ッ
ト
の
部
48
㎏
級

で
神
保
そ
ら
が
第
２
位
、
71
㎏
級
で

内
海
智
大
が
第
２
位
と
な
り
ま
し

た
。フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
に
お
い
て
は
、

９
月
に
行
わ
れ
たH

igh School 
Japan Cup

（
全
国
総
体
代
替
試
合
）

で
大
槻
泉
季
が
第
１
位
。
男
子
個
人

組
手
で
星
達
樹
が
第
２
位
。
男
子
個

人
型
で
小
野
翔
太
郎
が
第
２
位
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
で
は
、
竹
田
創
が
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
複
合
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
に
て
総
合
６
位
に
入
賞
。
ボ
ウ
リ

ン
グ
で
は
、
全
日
本
新
人
ボ
ウ
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
で
熊
澤
か
う
り
が
第

６
位
に
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

文
化
部
も
ダ
ン
ス
部
は
、
日
本
テ

レ
ビ
の
「
ダ
ン
ス
Ｏ
Ｎ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
参
加
し
て
話
題
と
な
り
、

情
報
番
組
に
も
色
々
と
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

部
は
大
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
に
切

り
替
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
例
年
よ

り
多
い
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
大
会
に

参
加
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
複
数
の

部
門
に
挑
戦
す
る
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
か
ら
く
り
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部

は
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ロ
ボ
ッ
ト
競

技
会
東
北
大
会
の
中
高
生
部
門
に
お

い
て
、
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
に
な
り

ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
と
軽
音
部
で

は
、
本
校
の
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ

ン
ネ
ル
「【
公
式
】
仙
台
城
南
高
等

学
校
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
等
に
演
奏
動
画

を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
よ
り
多
く
の

皆
様
に
演
奏
を
聴
い
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

特
に
軽
音
楽
部
は
、
工
藤
世
丞
が
編

集
し
た
プ
ロ
さ
な
が
ら
の
動
画
を
視

聴
で
き
ま
す
。
自
然
科
学
部
は
、
角

田
陽
向
を
中
心
に
本
校
周
辺
に
生
息

す
る
ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に

つ
い
て
の
継
続
的
な
生
態
調
査
を
行

い
、
今
年
度
は
特
に
幼
生
個
体
数
の

推
移
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

来
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
が
落
ち
着
き
、
通
常
通
り
各

種
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
お
知
ら
せ

活

動

部

フェンシング部

サッカー部

男子バスケットボール部

ダンス部

コンピューター部

吹奏楽部

空手道部
ボルダリング競技



（5）第 44号 2021 年 6 月 22 日発行彩　翠　会　報

令和2年5月30日　仙台城南高等学校において

　　　１，現金出納帳　２，貯金通帳　３，現金　４，領収書

　　等を精査した結果、記載の通り間違いのないことを、ご報告いたします。

監事

監事

監事

監　査　報　告

お手紙による場合　仙台城南高等学校 同窓会事務局
　　　　　　　　　〒 982-0836　宮城県仙台市太白区八木山松波町 5-1

個人情報の取扱に関する件で何か申し出がある場合には、お手数ながら学校へ郵便にてお申し出下さい。
個 人 情 報 の 取 り 扱 い の お 願 い 会長　今　野　克　徳

平成 31・令和元年度　彩翠会　収支決算書【収入の部】
科　　　目

会 費（ 一 般 会 員 ）
会 費（ 新 会 員 ）
過 年 度 分 収 入
総 会 懇 親 会 費
雑 収 入 １
繰 越 金

合　　　計

総　　　　務　　　　費

事　　　　業　　　　費
事 業 活 動 費

支　　　　部　　　　費
奨　　励　　費

内　

訳

内　

訳

慶　　弔　　費
基 金 積 立 金
雑　　　　　費

予　　　　備　　　　費
合　　　計

会　　議　　費
事　　務　　費

①会報等印刷
②会報発送・送料
③データ管理・入力
④総会懇親会費用
⑤その他補助等
⑥レクリエーション補助

①入学・卒業記念品
②インターハイ出場支援
③新委員を励ます会
④卒業を祝う会

科　　　目

予　算　額

500,000
4,030,000

0
200,000
200,000

4,148,016
9,078,016

600,000
400,000
200,000

8,000,000
3,900,000

500,000
1,400,000

500,000
500,000
500,000
500,000
500,000

1,000,000
400,000
200,000
200,000
200,000
300,000

1,000,000
1,300,000

478,016
9,078,016

8,993,323

549,000
4,010,000

0
244,000
42,307

4,148,016
8,993,323

380,743
247,412
133,331

5,007,511
3,614,158

440,000
1,375,403

464,348
747,116
281,290
306,001
696,996
493,791
387,791
70,000
36,000

0
115,680

0
86,886

305,000
5,693,254

5,693,254

1,000,000
1,000,000

49,000
△ 20,000

0
44,000

△ 157,693
0

△ 84,693

△ 219,257
△ 152,588
△ 66,669

△2,992,489
△285,842
△60,000
△24,597
△35,652
247,116

△218,710
△193,999

196,996
△506,209
△12,209

△130,000
△164,000
△200,000
△184,320

△1,000,000
△1,213,114
△ 173,016

△3,384,762

3,300,069

卒業生会員（＠3,000＊151名分） 総会時徴収（＠3,000＊32名分）

令和元年度卒業生（＠10,000＊401名分）

平成30年度以前卒業生分
総会懇親会参加費（一般＠3,000×48名、ご祝儀100,000）

会報広告代（40,000）、利子（2,307）

前年度繰越金

役員会・理事会補助（6 回）
通信費￥78,166、事務経費等￥55,165

第 42 号会報
会報発送処理および郵送料他、封筒代、切手代等
データ管理料・払込取扱データ出力　役員ラベル￥464,348
参加費から会費徴収し不足分を補助
学校後援会費、役員新年会補助
参加者から会費徴収し不足分を補助

H31.3 卒業生タオル￥145,411・H31.4 入学生校章￥108,900・R2.3 卒業生タオル￥133,480
空手部￥10,000・レスリング部￥30,000・フェンシング部￥30,000
新委員を励ます会￥36,000

祝・弔生花、香典、祝儀など 9 件
同窓会基金積み立て

・同窓会事務局費・経済産業教育振興協会

会費郵便払込手数料￥27,318・振り込み手数料￥4,568・高校野球宮城大会パン
フ広告代、その他

予　算　額

収　入

あすか信用組合

七十七銀行

決　算　額

決　算　額

支　出

定期預金

定期預金

増　△減

増　△減

次年度への繰越

備　　　　考

備　　　　考

【支出の部】

【収支合計の部】

【基金現在高】
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　今年度はコロナ禍の中で厳しい就職活動ではありましたが、自らを奮い立たせほとんどの生徒は自分が希望する企業
より内定をいただきました。また、進学についても東北工業大学に 100 名以上が合格し、国公立も合格者が 10 名出てお
ります。４月８日現在での現役大学合格者の延べ人数は 237 名となっております。令和２年度の卒業生が新たな進路先
で大きく成長することを期待しています。

卒業生の進路状況報告

　新型コロナウィルス感染症の影響が続く中、快く原稿をお寄せ下さる諸先生、同窓生の皆様のご
協力により同窓会誌第 44 号が完成いたしました。厚く御礼申し上げます。ご意見、ご要望があり
ましたら編集委員までお聞かせください。また、企業広告の掲載についても引き続き募集しており
ます。掲載を希望される方は同窓会事務局までご連絡下さい。
　　　　　　　　　　　　　編集委員：川畑、千葉、浦田、高橋、奥田、藤井、佐藤、鈴木、淡路

大　　　　　学 大　　　　　学 大　　　　　学

　令和２年度大学入学試験合格状況

　就職内定状況

令和３年４月８日現在

山形大学〔工〕
福島大学〔人間発達 / 経済経営〕
宇都宮大学〔工〕
埼玉大学〔理〕
新潟大学〔工〕
会津大学〔コンピュータ理工〕

《国公立大学計》
東北工業大学
東北学院大学
石巻専修大学
仙台大学
東北福祉大学
東北文化学園大学
尚絅学院大学

《県内私立大学計》
青森中央学院大学
富士大学

東北芸術工科大学
東北公益文科大学
医療創生大学
筑波学院大学
埼玉工業大学
明海大学
城西大学
聖学院大学
国際武道大学
城西国際大学
千葉工業大学
創価大学
拓殖大学
帝京大学
東海大学
東京電機大学
日本大学

日本体育大学
武蔵野大学
神奈川大学
関東学院大学
近畿大学
レイクランド大学

《県外私立大学計》
聖和学園短期大学
仙台青葉学院短期大学
仙台赤門短期大学
弘前医療福祉短期大学

《短期大学計》
東北職業能力開発大学校

《文部科学省所管以外の大学校計》

合格者 合格者 合格者
1
2
1
1
1
4
10
107
33
2
9
2
16
7

176
1
1

7
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
2
1
3
3

3
1
3
1
2
1
43
1
4
1
1
7
1
1

内　定　先
アイリスオーヤマ㈱　２名
㈱ ENEOSE ウイング
㈱コスモスウェブ
F-LINE ㈱
日本製紙㈱　岩沼工場
東北浅野防災設備㈱　３名
東日電気㈱
㈱イーストコア

（一財法）東北電気保安協会

社会福祉法人 ノテ福祉会
㈲西野建設　２名
太平電気㈱
㈱東光七工事部
㈱ JR 東日本テクノサービス
東北電力ネットワーク㈱
㈱山電
福興電気㈱　３名
産電工業㈱

㈱メディアリンク
仙台日通運輸㈱
ミカド電装商事㈱
ひばり療術院
県内企業　22 社　28 名
佐川急便㈱
ハイウェイ・トール・システム㈱
DynaBook ㈱
浅海電気㈱

㈱ケーヒン
㈱ ETS ホールディングス
㈱スタジオサンタ　
県外企業　７社　７名
航空自衛隊　一般曹候補生／自衛官候補生
海上自衛隊 自衛官候補生
公務員 ３件  ２名

合　　　　　　計 237

編 集 後 記


